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2025年05月31日 高齢者生存組合・富山

オープニング

「戦後80年 バトンをつなぐ 未来につなぎたいもの」

菅孝行さん（劇作家・評論家）

2025.5.31 菅孝行

０．プロローグ

何が見えるの、看護師さん、あなたには何が見えるの

あなたが私を見るとき、こう思っているでしょう

気むずかしいおばあさん、利口じゃないし、日常生活もおぼつかなく

目をうつろにさまよわせて食べ物をぼろぼろこぼし、返事もしない

あなたが大声で、「お願いだからやってみて」と言っても

あなたのしていることに気づかないようでいつもいつも靴下や靴をなくしてばかりいる

おもしろいのかおもしろくないのかあなたの言いなりになっている

長い一日を埋めるためにお風呂を使ったり食事をしたり

これがあなたの考えていること、あなたが見ているものではありませんか

でも目を開けてごらんなさい、看護師さん、あなたは私を見ていないのですよ

私がだれなのか教えてあげましょう、ここにじっと座っているこの私が

あなたの命ずるままに起き上がること私が、誰なのか

私は十歳の子供でした。父がいて、母がいて きょうだいがいて、

みなお互いに愛し合っていました

十六歳の少女は足に翼をつけて もうすぐ恋人に会えることを夢見ていました

二十歳でもう花嫁。守ると約束した誓いを胸にきざんで私の胸は躍っていました

二十五歳で私は子供を産みました、その子たちには安全で幸福な家庭が必要でした

暗い日々が訪れました。夫が死んだのです、先のことを考えて・・・不安で震えました

息子たちはみな自分の子供を育てている最中でしたから、それで私は、過ごしてきた年月と愛の

ことを考えました

いま私はおばあさんになりました。

自然の女神は残酷です 老人をまるで馬鹿のように見せるのは、自然の女神の悪い冗談

身体はぼろぼろ、優美さも気力も失せ、かつて心があったところに今では石ころがあるだけ

でもこの古ぼけた肉体の残骸にはまだ少女が住んでいて

何度も何度も私の使い古した心はふくらむ
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喜びを思い出し、苦しみを思い出す

そして人生をもう一度愛して生き直す

年月はあまりに短すぎ、あまりに早く過ぎてしまったと私は思うの

そして何ものも永遠ではないという厳しい現実を受け入れるのです

だから目を開けてよ、看護師さん・・・目を開けて見てください

気むずかしいおばあさんではなくて、「私」をもっとよくみて！

―これを書いた高齢女性本人の死後、病院の看護師によって発見された「詩」だという。

―老いも若きも幼きも、誰もが等しく、他者から「私」をみつめられて遇して貰える（ケアの互

酬の）関係をつくること―能力に応じて働き必要に応じて取ることができる以上に―それが

革命ではないか？生産関係の変革（による生産力の発展もまた、この文化革命の目的のための手

段の一つに過ぎない。

＊ ＊ ＊ ＊ * * *

・今日のテーマは、社会変革をめざす様々な試み（闘い）の達成と失敗の歴史から、何を学んで

次世代に継承することができるか、を考える素材を提出し、議論することである。

Ⅰ．国民国家の時代―成立から崩壊の四世紀

〇長いスパンの現状認識―「短い20世紀」の終焉（ホブズボーム）と「長い21世紀」

17世紀の30年戦争⇒近代の確立

・⑴ドイツにおけるカトリックとプロテスタントの対立＋⑵フランスのブルボン家とオーストリ

ア・スペインのハプスブルグ家の対立＋⑶主権国家相互の乱戦

・30年戦争の終結⇒ウェストファリア条約の原則 主権国家の相互承認＝不戦＋内政不干渉

―強い者勝ちに一定程度の制約を設けたに過ぎないが、無限の国家間戦争を止める規定力を持っ

た。

―条約の骨格は絶対主義国家相互の関係の安定を図るものだが18世紀以降国民国家間のルールの

起源となった。

―だからグロチウスは国際法の父と呼ばれる。それ以前は、万人の万人に対する闘争（ホッブス）

だった。

⇒契約の時代へ（国家間＝条約、個人と国家＝社会契約）

・a国民国家 法治(構成員の権利保障)

・b市場原理 等価交換（実は、市場外の収奪が反復される）

ａ+ｂ⇒整備 浸透 拡大（相克―相補：共和主義vs民主主義）

・社会の単位としての個人の発見 共同体・家族から個人へ（自由・人権の平等）
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国家の時代⇒帝国主義（世紀末）の時代

18～19世紀：ａ＋b＋産業革命⇒植民地獲得競争⇒帝国主義戦争⇒国際連盟（戦間期）第二次帝国主義戦争⇒国際連合

↓ ↓1917 ↓1949

パックスブリタニカ（Pax Britannica） ロシア革命で変容 中国革命でさらに変容

―我々が経験した20世紀（17年から「過渡期世界」・45年から東西冷戦）

・先進国（西側世界を主導）：ナチ・日本軍国主義・ファシッズムが制圧され、程度の差こそあれ

議会制民主主義、修正資本制（ケインズ主義）―階級横断的に自由・平等が社会の原理とされ

た。

・社会主義圏（東側世界）：ソ連＋東欧、中華人民共和国、朝鮮民主主義人民共和国、キューバ、

ヴェトナム、ラオス等

※非同盟主義：東西いずれにも属さず、いずれとも軍事的に同盟せず。インド（ネルー）・中国（周

恩来）・エジプト（ナセル）・ユーゴ（ティトー）が主唱。戦争抑止原理としての意味を持った。

―ひどい時代だったが、国際秩序の構築という合意を国民国家は「強制」された。建前上は、受

け入れた。

―反植民地主義＝民族自決（アジア・アフリカ）⇒社会主義化、（保守派の多くも遠い将来は社会

主義の時代が到来すると信じた）

異変：「短い20世紀」の終焉以後 (89:天安門事件)

45国連創立⇒東西冷戦 89ベルリンの壁崩壊 1991 2021

パックスアメリカーナ＋ソ連東欧＋55非同盟主義／ ソ連崩壊＋中国覇権国家化

アメリカ凋落

（Pax Americana） (Ｆ・フクヤマはアメリカの制覇と錯覚した)

Ⅱ．国家＆国家連合の秩序の崩壊と新たな「三十年戦争」

現代：グローバリゼーションを経て世界は三十年戦争の時代に回帰した。しかも「世界」がヨー

ロッパを意味した17世紀と違って本当に全世界である。

・アメリカ：ユニラテラリズム（暴威）の時代（中東侵攻）⇒21世紀：急速に衰微（アフガン撤

退）「世界の憲兵」放棄

∟パックスアメリカーナの終焉 ∟アフガン戦争・イラク戦争

・ＮＡＴＯ：ロシアとの約束（91）を破り東欧の加盟国拡大（東漸）進む。ウクライナが加盟す

れば隣国。

・プーチン、国内治安弾圧（チェチェン武力制圧、自治共和国、近隣旧ソ連構成国を傘下に）

ウクライナ私物化（14クリミア領有、22東部侵攻）＋朝鮮のプーチンに加担、派兵、弾薬提

供（目的は対アメリカ防禦）
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・中国：天安門以来抑制されていた権力による政治的自由の剝奪の強硬推進＋「社会主義市場経

済」の国家統制。

一帯一路で欧州・アジア・中東・アフリカの経済支配を覗う。香港＋少数民族の自由・尊厳

∟新パックスシニカ（Pax Sinica）の野望

を蹂躙、台湾武力制圧を狙う。

・トランプ、壊滅的関税攻勢、ＤＥＩ廃絶をヨーロッパ諸国に要求＋パレスチナ人虐殺全面支援

＋カナダ＆グリーンランド領有宣言、移民大量強制送還、ネタニヤフによるパレスチナ人殲

滅戦支援、エリート層への報復の一環としての科学研究開発への弾圧（反イスラエルを理由

とするハーバート大などへの助成金停止・留学生資格停止、マスメディア弾圧）

―複数の自国中心の覇権主義・独裁・権威主義（米・中・ロ）が相克する時代（普遍的「正義」

の規範はどこにもない）＝長い二十一世紀

―新たな万人の万人に対する闘争時代、万国の万国に対する闘争の時代が到来した。

・資本制下の科学技術の「発達」が温暖化＝気候変動による地球破壊、生態系破壊を亢進させ、

核科学が放射能汚染によって生命体を死滅に向かわせ、遺伝子（生命）操作が生物種の〈自然〉

を根底から揺るがしている。人間は地球を死に導きつつある。

Ⅲ．日本の近代国家

〇日本という奇妙な国家

・遅れて立国した近代国家（擬立憲君主制）―イギリスと結んで帝国主義化―ナチスドイツと結

んで米国に敗北。

・敗戦後、天皇制を維持して貰ったアメリカの傀儡と化しつつ経済発展⇒凋落：アメリカとの軍

事同盟を離脱して自立する道は保守にも革新にも至難。cf.豊下楢彦『昭和天皇の戦後日本』松

田武『自発的隷従の日米関係史』

(天皇制は、日本資本制が必要とする統治形態、それぞれの国民国家に固有の統治形態がある)

・「新三十年戦争」に突入した国際関係に対処する指針を持てぬままに突入する。

・国内経済は30年に渡る低迷（住民・国民の実質賃金は下落、企業の内部留保は600兆円超、30年

間の三倍：フザケンナ）

―現状：⑴軍事における不可逆的対米隷属、⑵一次産業（とくに農業）の、多くの地域・国家へ

の過度の依存。⑶自国産業（ＩＴなどハイテクも農・山林・漁業も）の衰退、賃金低下、格差

拡大、貧困・失業蔓延、⑷エネルギー政策における原子力依存、⑸凄まじい超少子高齢化、人

口減少、地域衰滅。⑹労戦、協同組合などの衰弱による地域社会の共助の劣化、コミュニティ

（中間団体）の死に至る崩壊、モラル崩壊、ＳＮＳポピュリズム蔓延／浸透。無縁社会が到来

した。
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〇かつてありえた選択肢の喪失

・（ヴァイツゼッカー演説の限界を越える）侵略・殺戮の徹底自己批判と、親アジアの非武装中立、

非同盟主義。

・保守政治が模索するべきだった選択＝アメリカからの自由度のより高い議会制民主主義国家

・革新勢力が実現すべきだった価値観：人権重視、一切の性差別徹底縮減、多民族共生徹底、障

害者包摂、部落差別廃絶

―議会に戦後史過程で「革新派」とされた勢力が、議会外で左翼と呼ばれた勢力が、大衆に支持

されずほぼ絶滅危惧種になった。

Ⅳ．何を現実変革と考えるのか

・万人の平等な自己実現（実質的自由）の保証に限りなく近づくこと

・万人の自己実現≒仮に万人のＱＯＬの最大化、とする 必要条件として地上の生命の最大限

の保全（という意味での環境保全）

・自己実現可能性に関するアプリオリの諸格差（階級・性差・民族・健常―障害・旧制度化の身

分制の残滓・地域・年齢および学歴・職業歴等の履歴差）の縮減・解消

・そのための社会関係を創出すること（それを阻害する社会関係を維持する〈力〉との闘争）

・生産力の発展は、それに寄与する限りでのみ「手段」として意味を持つ。核心は〈生命〉維持、

〈生活〉の質。

※上記の内容をなぜ「社会主義」といわないか：現存した（自称する）社会主義の再審が不可欠

だから。

歴史上、理想として掲げた社会主義と現実との乖離が甚だしく、理想にも指標にも値しない

―現存した（すると称する）社会主義は、万人の平等な自己実現に反している

―現存した（すると称する）社会主義は、権威主義国家に過ぎない

―現存した（すると称する）社会主義は、権力に恣意的に管理された市場原理の社会に過ぎない

―現存した（すると称する）社会主義は、大衆の貧困と格差を解決していない

―現存した（すると称する）社会主義は、資本制的分業による労働及び労働力再生産における生

命の損傷から人間を解放していない。市場原理を権力の利害に基づいて制約しているだけであ

る。

―現存した（すると称する）社会主義は、人間関係の物象化を克服していない。

―現存した（すると称する）社会主義は、民族差別・性差別・障害者差別・年齢間格差・地域間

格差・履歴差格差の一切を解決していない。

―つまり現存した（すると称する）社会主義は、資本制の搾取も収奪も解決していない。
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(ウォーラーステイン『史的システムとしての社会主義』で現存する社会主義＝資本主義の排泄物、

と言っていたと記憶する）

Ⅴ．現実変革の難関

〇「変革」の障壁

・実力行使（直接行動）による現実変革の障壁：国家の暴力装置

・議会主義的権力獲得を志向した場合：支配階級の集票力（暴力・恫喝・利益誘導・反政府派へ

の分裂工作）

・生産管理の持続：金融機関、原材料調達先・販路の否認（効果で大型の生産財の独占資本との

取引は拒否される）

・国際社会における軍事・外交（覇権国家の介入cf.48～現在パレスチナ、53ハンガリー、60コン

ゴ、68チェコ、73チリ、79・01アフガン、81ニカラグア、94～チェチェン等、10～アラブの春

の敗北、21ミャンマー、22ウクライナ。

・現実変革の最大の敵＝内部の〈敵〉（人民大衆の、敵のヘゲモニーへの同意）

cf．グラムシの（『獄中ノート』）見解（石堂清倫による）

「ロシア革命後、ヨーロッパ諸国、特にドイツにおける革命運動の挫折は労働運動にとり予想外

のことでした。深刻な危機に陥ったにもかかわらず資本主義体制が存続したのは何故であるか。

グラムシは、ブルジョワ・ヘゲモニーに対して勤労者がなお同意をあたえていたからだと言い

ました。戦争にたとえていえば、白兵戦＝暴力の戦術が敗れたのは、「要塞・砲台」＝思想的ヘ

ゲモニーがあったからであるとして、前者を「運動戦」、後者を「陣地戦」にたとえたのは有名

なことです」（石堂清倫『わが異端の昭和史』下、平凡ライブラリー、256頁）

・グラムシの認識：ヨーロッパにおける機動戦の時代は1789年フランス革命に始まり、1848年を

経て1871年パリコンミューン）で終わりを告げる。そのあと新しい陣地戦の時代に移る（石堂2

56頁）

※ドイツに始まるヨーロッパ革命の頓挫とイタリアにおけるファシズムの台頭を目の当たりにし

ながら、グラムシは「陣地戦」（中間団体のヘゲモニーの奪取を先行させる闘争）が必須である

と考えた。

▲ヘゲモニー：優位な立場にある階層の政治的権威・価値意識・慣行・文化(が市民社会に発揮す

るリーダーシップ）

※類語：イニシアティブ（主導性）―ヘゲモニー（ポジショナリテイが生み出す権力作用、政治

的強制ではない）
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ex．● 貧困層によるブルジョワ思想（ネオコン・ネオリベ）の内面化＝アメリカ・プアホワイト

の熱烈なトランプ支持、日本のニート層のホリエモン＝新自由主義支持 ● 被支配階級の保守政

権支持 ● 女性による男性中心主義の内面化（杉田水脈・高市早苗）● 障害者の健常者優位の価

値観の内面化（健常者への劣等感、健常児―障害児の別学受け入れ志向）。

〇先進国革命のかたち―陣地戦が先行する⇒機動戦（運動戦）or革命的強襲（グラムシ『獄中ノ

ート』石堂あとがき）

・「新しい革命運動では、先ず国家権力をにぎってから、国民的同意を達成するのでなく、政治

的変革（権力奪取＝機動戦・運動戦）の前に、プロレタリアートが国民的同意を市民社会に

おける「知的・道徳的」改革（陣地戦＝文化革命）の形でかちとらなければならない」（同前）

・「東方（非西欧の「後進地域」）では国家がすべてであり、市民社会は初生的で、ゼラチン状で

あった。西方（西欧・中欧」では、国家と市民社会の間に適正な関係があり、国家がゆらぐ

と、すぐに、市民社会の堅固な構造が姿をあらわした。国家は前方塹壕にすぎず、その背後

には要塞と砲台の堅固な構造があった。」（グラムシ「獄中ノート」石堂清倫訳193頁）

―（とりわけ「先進国」では文化革命の先行しない政治革命は存在しえない。

―現実の社会システムの変革を遂行し、定着させるには、それを実行する主体の集団的（階級的）

力量の蓄積が、ブルジョワ・ヘゲモニー（思想・価値観・慣行・習俗）に対する大衆（労・農

・水産―勤労者・小規模自営業者・知識人等）の同意を打ち破る域に達することが必要条件と

なる。

―闘争の勝敗とは、政治権力をとれたかどうかとか（これだと最終的に一度勝つだけであとは全

部負け）、個別政治課題の主張や要求（多くの場合、それが重要でないという訳ではない）が貫

徹されたかどうかによってではなく、ブルジョワ・ヘゲモニーに同意せず、権力や資本の力に

よる強制に抗して、不同意を貫き通す陣形を維持・発展できているかどうか、それに寄与する

力量の蓄積に寄与できているかどうかによって判断されるべきである。

―ブルジョワ・ヘゲモニーに「不同意」を貫き通す陣形を維持するには、強固な意志による団結

だけでは足りない。闘いの拠点となりうる物質的基盤（陣地・根拠地）やその萌芽（避難所＝

アジール）を組織しなくてはならない。

Ⅵ．対抗するための陣地（拠点）・避難所の形成

ー引き継ぐべき過去（から）の闘いの遺産

● 生産管理・自主管理：労働者が賃上げ・労働条件改善要求の域を超え自らの労働を自らの手で

管理・運営する闘争
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―1945～47：読売新聞、京成電鉄、三菱美唄炭坑、日立精機足立工場、日本鋼管(ＪＦＥスチール)

鶴見製鉄所、江戸川工業所（現三菱ガス化学）、高萩炭鉱などで展開した。（47年、産別会議主

導のストライキに移行することで収束）

「労働者は、彼等自身を資本家が生産過程に於て使用する単なる機械たることから、この過程の

能動的な思慮深き指揮者に転化せしめねばならぬ。彼等は、凡ゆる社会的富の唯一の所有者たる

共同社会の活動的責任感を習得せねばならぬ。彼等は、使用者の鞭なくとも仕事に対する熱意を、

資本家的酷使者の拍車なくしても最高の生産性を、桎梏なくしても訓練を、支配なくしても統制

を、それぞれ発揮しなくてはならぬ。」」ローザ・ルクセンブルク「スパルタカス綱領」（関根弘

「ストライキ論」から孫引き。臨時増刊『情況』1974年）

―「労働者による生産管理に、革命的意義を付与するばかりではなく、革命の端緒的形態として

これを理解したいと思うのだ。革命とは階級諸関係の変革を意味するものであり、暴力は単に

対抗的意義を有つに過ぎない。…革命そのものが暴力ではないのである。革命は創造に富んで

おり生産過程に結実する。この意味に於て労働者による生産管理の桎梏の打破され行く過程そ

のものが革命でなければならぬ。このことはもちろん日和見を意味しない。」（関根弘、同）

・生産管理のアポリア：⑴資金調達（金融資本は労働者が管理する企業体に融資しない。巨大な、

かつ階級闘争を支援するポリシーを持った労金が不可欠。［切り札となるのはバングラディッシ

ュのグラミン銀行。もとはトラディショナルな〈講〉から発展した。脱原発産業に投資したり、

地震の打撃で危機に陥った企業に融資した城南信用金庫のような金融機関もあるが。］⑵原材料

調達（消費産業の原料を提供する中小企業ならいざ知らず、生産財の原材料を売る独占資本は

労働者が管理する企業体と取引しない）。⑶購買者＝販売網（これも消費財ならば購入するだろ

うし、直販のネットワークも作れるが、独占資本に売りたい高度で高価な装置や機械は購入を

拒まれる）

―生産技術・運用技術は、企業（工場）内部で開発可能―敗戦直後の闘争でも生産性を上げた。

● 炭労「ぐるみ闘争」（職場ぐるみ地域ぐるみの互助の上に成り立つ）：炭労終焉＋高野実の太田

・岩井に対する敗北で収束。

1952年～三井鉱山（6739人解雇）などでの企業整備反対闘争の戦術（炭婦協）

1954年：尼崎製鋼所人員整理反対闘争(農商工業者・医師・女性団体・革新政党等による工都尼

崎市民を守る懇談会）

1954年～日鋼室蘭指名解雇反対闘争（北海道の三井鉱山三労組・富士製鉄室蘭労組などと連携）

1960年～三井三池労組（人員削減＋指名解雇）争議

―単組を横断し、政党とも結合した地域住民闘争の可能性：そうなることを危惧した右派が敬遠
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した。

※炭労の枠を超えた大正炭鉱労組⇒大正行動隊⇒大正炭鉱退職者同盟の闘争も、一企業の枠を超

えて金融資本や地方自治体を相手取った闘いに発展した。

● 地区労（太田・岩井時代に組織化が進む［労協⇒地区労］････60～70年代に来て威力を発揮。

総評解体で収束）

―企業内組合の民間労組の弱点を補う地域の連携・共闘（自治労・教組・全逓・全電通など官公

労の組合が担う）

・組合結成支援

・解雇撤回闘争・雇用主（一般企業・学校法人など）の人権侵害に対する反撃などの支援

・未組織者の労働相談・生活相談（失業・貧困・保育など）

・高齢者介護・障害者介護・部落解放闘争・指紋押捺拒否・就職差別など在日外国人の権利闘争

への関与

⇒それらを通じたネットワーク形成）

・単組が取り組まない政治闘争・地域住民闘争（反基地・脱原発・迷惑施設拒否）支援の実践

―八王子地区労40年史、小田原地方労働運動小史、などを参照。

● 全国一般などを先駆とする個人加盟のユニオン（総評時代は少数派、総評解体後に数多くの試

行錯誤が行われた）

（個人加盟ユニオン：生活相談、労働相談、対企業・対行政交渉、ネットワーク形成）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

労働生産過程ではなく、生活（再生産）過程の諸問題との取り組み

〇生活協同組合（食の安全・地球環境保全・エネルギー問題―脱原発）

〇引きこもり支援・不登校児童生徒支援・失業者＋困窮者支援・地域保育・障害者支援・高齢者

支援・ＤＶ避難

◆全日建運輸連帯労組関西生コン支部の闘争

―企業横断の組織―統一の賃金・労働条件獲得闘争（下記により、労働条件を労組が主導的に決

定できた）
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―生コン産業の中小企業経営者を組織化し、その事業協同組合が仕入れるセメント価格を大手セ

メント・ゼネコンと交渉して取り決め、中小生コン企業と生コン労働者の権利・労働条件を確

保する（生産・労働の諸関係の定義力を持つ） ∟日経連大槻文平会

長：この運動は、箱根の山を越させるな

―安保・反基地・脱原発などさまざまな政治闘争の推進力になる

※三度にわたる企業・警察（国家権力）一体の攻撃で逮捕・起訴⇒組織破壊に至る（箱根の山を

越せなかった）

Ⅶ．今後の課題―実践例を示し、維持し、引きつげ

Ⅰ．賃金労働条件を資本ではなく労働者の側の主導権で決定できる企業横断的に組織された組合

の労働運動の展開

Ⅱ．中小零細の経営者（取引先＝原料調達＋販売網）の利益をも保証する規定力を持つ階級同盟

の展開

Ⅲ．地域社会の諸問題を解決するヘゲモニーを獲得する諸運動に規定力をもつ集団の組織化

Ⅳ．緊急避難の必要な人を救済できる機能をもつ活動のネットワークの組織化

● ３・11の東日本大震災に際して汚泥の中から被災者の人命を救ったのはほとんどが自衛隊員だ

った。死者の埋葬を組織的に進めたのも彼らだった。自衛隊が暴力装置であることは否定でき

ない。また基地で振りまく害悪は否定すべくもない。しかし、少なくとも彼らには二つの顔が

ある。人命救助で点数を稼ぐ自衛隊は欺瞞だと批判する「第三者」も少なくなかった。批判者

の多くは批判するだけで救助を担わない。やがてボランティアが現地に入るようになって救命

に寄与した左翼や革新派もいたが、後手を引いた。また、確たる方針もなかった。

● 天皇皇后夫妻（現上皇上皇后）が被災地を見舞い、避難所の高齢者たちは親愛と崇敬の念を喚

起された。これにもまた「欺瞞」という批判が行われた。天皇皇后が被災者の癒し手であるの

は、彼ら個人が〈欺瞞〉を弄したからではない。制度の本質が欺瞞であるからだ。それ以上に、

〈こちら〉に傷ついた人々に対する癒しの力がないからだ。その自己認識を絶対に誤ってはな

らない。日常・非日常を問わず、人々の深い苦痛や哀しみの癒しや怪我人・病人・瀕死者の救

助を預かる受け皿に左翼がなり得ている事例は稀である。

● 戦後、「ぐるみ闘争」のできた高野実時代の炭労や、全港湾など現業労働者が組織した単産には

そういう互助機能があった。地区労で強靭な活動が実践されていた地域には、同様の懐の深い

自助・相互扶助機能が備わっていた。それらの力は、イデオロギーの「正しさ」にとどまらな
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い労働社会全体を互助・共助の網で包み込む規定力である。そもそも、労金という金融機関が

争議資金の調達機関であるともに、労働者の生存を保全するための金銭上の緊急避難の装置で

もあったことを想起しよう。いつしか単なるセコイ金貸し業・資金運用機関に変質した。農協

も同じだ。

● 労組やその地域連合体、生協、農協、女性運動団体、部落解放同盟などの相互扶助機能を持つ

中間団体―金のある組織は既得権益保全団体に変質した。金のない組織は疲弊してすり切れ

た―の劣化は、弱者を吹き曝しの市民社会の寒風に晒す。彼らは天皇主義的(鎖国的)戦後民

主主義か、それも拒否して差別排外主義(戦後レジーム解体)に走る。

● 緊急避難の機能を、広義の反政府勢力の組織が担えない限り、その勢力は現実定義力を維持で

きない。運動が力あるものとなるには、運動母体の足腰がアジール（避難所）の機能を備えて

いなければならないのである。サロンでもカフェでもパブも名前は何でもいい。困窮者が悩み

を相談したり、議論するために自由に寄り合える場所だ。

※アジール：政治・社会・人間の圧力を直撃させない防壁・バッファー・撓みの機能。駆け込み

寺。暫定的コミュニティ。

● 往々にして、実質的な「不入」の権（政治権力が介入できない自治機能の力）をわがものとし

た強力な中間団体は、組織の維持が自己目的化されると、各種の黒い利権の巣窟ともなりうる。

現実変革をめざす集団が組織するアジールは、そのアジールの担い手の〈誓約〉の倫理、すな

わち権力との緊張関係と、寄り会う人々の運命に対する忠誠によって利権保全の集団と一線を

画さなくてはならない。

● アジールに〈歓待〉されるべき人びとは、介護を要する全ての独居老人、障害者、ＤＶ被害者

の子ども、女性、育児ノイローゼなどの問題を抱えた人々（放置すると彼らはDV加害者にもな

りうる）、学校、職場、地域でのいじめ(強請・暴力・ネグレクト)被害者、登校拒否など問題を

抱えさせられた子どもたち、問題を抱えさせられた保護者たち、失業者、ニート・フリーター

など準失業の貧困者、メンヘラ系の老若男女、トラウマを抱えた犯罪被害者、生き辛い環境に

ある障害者・受刑者家族、元受刑者、差別や法の壁に苦しむ外国人などなど、である。相互に

対立や矛盾があっても、それをトータルに引き受ける力量がアジールの運営主体には求められ

る。

● アジールの組織形態は労組、寺院・教会や社会運動団体が直営する場合もあろうし、幾つもの

団体や個人が寄り合ってＮＰＯを組織したり、任意団体で運営したり、自治体端末機関を「横

領」したり、事情に応じて千差万別である。（いわゆる労戦機軸の階級闘争だけを主眼に考える
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ことをやめるべき。違う場所で闘い・試みが多発している。）

● 避難所の組織者は、同時に各種団体の抵抗や、要求闘争の担い手でもあるという多重役割を担

うことになる。多重役割を集団で担える拠点が〈陣地〉であり、陣地を担っているのがオルグ

（組織者）である。彼らはアジールをオルグし、アジールでオルグし、帰属する団体でオルグ

する。工作者は自然には生まれない。工作者の〈学校〉が必要である。〈学校〉とは、現在の生

活の場、現存する運動の場のことに他ならない。組織化は螺旋的に進む。

● 運動家の活動が、自身や周囲の人々に犠牲を強いてはならない。（現実には活動家が一番長時間

労働だ！そのあおりは家族や同志が受ける）

〇陣地（「生・労働・運動ネット」も「高齢者生存組合」もそのひとつ）は、市場原理と国家権

力のヘゲモニーが通じない虫食い状態の互酬の空間を社会の随所に作り出す。

〇アジールの強度は、陣地の現実規定力の強さによって定まる（壊されない）。

〇陣地を作るには、「工作」（オルグ・組織化）が不可欠である。「工作」「組織化」をするには、

目的を共有し、目的の実現のために誓約を共有する政治集団が不可欠である。

〇政治集団は複数、できる限り、相互に連携・連合する必要がある。しかし、決して、安易に唯

一の政治集団（前衛党？）をめざさないこと、相互に差異を確認し合い、尊重し合うことが必

要だ。（個々の集団は初期条件が違う）
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